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　 Brassieres　are 　used 　to　prevent 　excessive 　movements 　of 　the 　female　breasts，　which 　consist 　of 　mam −

mary 　glands 　and 　fat　tissue．　To 　obtain 　basic　data　f（）r　desi駟 ing　good−fitting　brassieres，　vibration 　charac −

teristics　of　the　breastS　were 　analyzeCl 　in　7　females．　The　movement 　of 　14　measuring 　points　on 　the　breast
surface 　was 　monitored 　during　walking 　and 　running 　with 　and 　without 　wear 正ng 　a　transparent 　bras，
siere．　Frequency　characteristics 　of　the　breast　vibration 　were 　analyzed ，　The 　frequency　of　breast　vibra 一

口on 　had　a 　strong 　correlation 　with 　the　stepping 　frequency．　The　amplitude 　of 　breast　vibration 　was

greater　during　running 　than 　during　walking ，　and 　greater 　along 　the　vertical 　axis 　than　along 　the　horizon・

tal　axis ．　Without　wearing 　a　brassiere，　a　negative 　correlation 　was 　noted 　between 　the 　amplitude 　of

breast　vibration 　and 　the　stiffness　of 　the　breast．　The　amplitude 　was 　greater 　in　soft 　breasts　than　in　hard
breasts．　When 　wearing 　a　brassiere　and 　in丘rm 　breasts，　high−frequency　compOnents 　were 　observed 　in
the　waveform 　of 　breast　vibration ．
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　 L 緒　　言

　乳房 は柔 らか く形状が容易に変わ る こ とから，ブ ラ

ジ ャ
ー

の ア ン ダ
ー

バ ス トと カ ッ プサ イ ズ が 合えば，静

的 に は種 々 の カ ッ プ形状に無理 なく適応で きる．しか

し，乳房は ほ とん ど乳腺と脂肪組織か ら成る軟組織で

あ る
且〕

ため 人体全体 の 運動の 影響を受けて 振 動 しやす

い ．ブ ラ ジ ャ
ーは，乳房の 揺れ の 防止や形 を整える 目

的に着用され るが，乳房が複雑な振動を繰 り返す とフ ィ ッ

ト性 が 悪 くな る ，そ こ で こ れ ま で
，

ブ ラ ジ ャ
ー

の 動的

な フ ィ ッ ト性の向上 を目指 して，乳房振動やブ ラ ジ ャ
ー

の 防振性に つ い て の 幾 つ か の 研究
2）”s ）

が行わ れて き

た．しか し，ブ ラ ジ ャ
ー表面 の 振動 の 計測 は容易で あ

る が，ブ ラ ジ ャ
ーに覆わ れ た 乳房 の 振動 を測 る の は 難i

しい ．そ の ため，乳房 の 振動特性が ブ ラ ジ ャ
ー着用に

よ っ て い か に 変化す るか に つ い て の 詳細 は知 ら れ て い

な い ，

　筆者 ら は 運動画像解析 シ ス テ ム を利用 して歩行中の

乳房 の 動 きを計測 し，体幹部 と乳房部の 運動を分離す

る こ と に よ っ て ， 乳房の 振動特性を明らか に する研

究
7 ］8 ）

に取 り組 ん で い る。本報で は，半透明なブ ラ ジャ
ー

を用 い て 乳房の 動 きを画像計測する手法を案出して，

ブ ラ ジャ
ー
着用時，非着用時の乳房振動を分析 し，さ

らに 乳房の 押し込 み 測定か ら求め た硬さ指標 と対比 し

て ，運動中の乳房振動特性を明 らか に す る こ とを目的

とす る，

　2．方　　法

　（L） 測定点の設定

　左乳 房を対象 と して Fig．1 に示す測定点を設定 し

た．まず，乳房下端の 基底曲線 （乳房下皮膚線）と，

乳房 を持 ち上 げた際に チ ェ ス ト部 に 生 じ る 皮膚溝 を合

せ た ほ ぼ 円形 の 閉曲線 を乳房外輪 （No．1〜8） と し た．

次に 乳 頭点 （No．25） を中心 と して 垂 直 （ae ），水平

（cg ）お よ び それ ら と 45Q の 角度を成す直線 （bf，　 dh）
を描 き，外輪 と乳頭点 と の 実距 離 を 3 等分 して 中輪

（No．9〜16） と 内輪 （No ，17〜24） とした．　 Noユ 〜24
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の 点 は 乳房 の 硬 さ測定 と衣服圧 測定を行 っ た，

　振動 実験 の 測定は，図中の 網掛 けで 示す 15 点 に 円

形 シ
ー

ル （li8　mm ） を張 り付け，運 動中 の 動 き を 追

跡 した，なお No．0 は体幹部の動 きを測るため の 基準

点 で あ る ，

　〈2） 被験者 の 体格

　被 験者 は 年齢 22〜25 歳の成人女子 7名で ，6種類

の パ ラ メ
ー

タ をTable 　1 に 示す，7名 とも体格指数

（BMD 　9）
が通常 の 範囲内にあ る 体格 を有 し て い た．乳

房サ イ ズ は，JISで 定 め る 周径差で は 的確 に表現 し難

い た め ．乳房体積で 示 した ．こ れ は乳房 を錐体で 近似

し，3次 元計測機 VIVID　700 （ミ ノ ル タ   製）で計

ロedian　line

referen ¢ e　point

Fig．1．　 Measuring　points　of　left　breast

c

測 した外輪の 底面積 と高さか ら 求 め た もの で あ る．

　（3） 実験の 試料

　ブ ラ ジ ャ
ー

は 乳房部全体 を包 み ，カ ッ プ部に基盤 の

マ ーキ セ ッ ト （伸び止 め と して も使 わ れ る 半透 明 の 裏

打 ち）
L°）

が つ い て い る 市販 の フ ル カ ッ プ ブ ラ ジ ヤ
ー

（Fig．　2 （a））で ，被 験者 に 適合 した サ イズ を用い た．

実験試料は ブ ラジ ャ
ーの カ ッ プ部をマ

ーキ セ ッ トの み

と し，装飾部分 を取 り除い た．こ れ に よりブ ラ ジ ャ
ー

の カ ッ プ 部 は 半透明 と な り．カ ッ プ内 の 乳房部 に 貼付

した マ ー
クの 画像計測 が 可能 とな っ た．ブ ラ ジ ャ

ー
の

衣服圧 を接触圧測定装置 （AMI 　3037−2 ：  AMI 製）

で 測定 し，
Fig．2 （b） に被験者 7 名 の 平均値 を示 す．

実験試料 の 衣服圧 は f，e ，　 d 方向の 下 カ ッ プ や c 方向

の 脇 の 圧力 が大で ，乳房を寄せ て 上げ るタイプの ブラ

ジ ャ
ー

で あ る ．装飾部分 の 有無が 衣服圧 に 及 ぼ す影響

を検定 したが ， 有意な差は 認 め ら れ．なか っ た ．

　   　乳房 の 硬 さの 測定

　乳 房 の 皮膚 表面 を
，

デ ジ タ ル フ ォ
ー

ス ゲ
ー

ジ

（DFG −1　K ：日本 電産 シ ン ポ   製） を用 い て Fig．　3

（a）に描 くような方法 で 押 し込 み 測定 し，そ の硬 さを

求め た ．まず，皮膚面 に 垂直 に な る よ う直径 8mm の

計測ア ダプ タ
ー

を押 し込 ん だ．そ の 際，測定時の押 し

込 み 量 を
一

定 に保 つ ため に ア ダプ ターの先端か ら
一

定

距離 （3mm ，6mm ，9mm ） に 直径 2cm の 半透 明

プ ラ ス チ ッ ク 円盤 をは め 込 み ，こ れ が皮膚面に接触 し

た際 の 押 し込み に 要す る力を読み 取っ た．こ の 機器 は

ア ダプ タ
ー

の 先端が皮膚 に 接す る 時点で 0 調整 を行 っ

て 測定記録する機構であ る．各測定点 とも 3mm ，6

mm ，9mm の 測定 を 3 回ず つ 繰 り返 し，そ の平均 を

Table　1．　 Profile　of 　subjects

Item

Subject　　Stature

（mm ）

Bustgirth

（mm ）

Underbust

　 girth

　（mm ）

　 BMI 　 　 Left　breast　 Stiffness

weight （kg＞／　　volume 　　of 　breast

stature （m ）
t
　　 （cmu ）　　 （kPa）

12345

ρ
07

SSSSSSS 1，5001

，6641

，6241

，7581

，6231

，6201

，585

8207868608588258047996926887Q270666071172022．2218

．6020

．5819
．3519

．5918
．8220
．14

146．53136

．44192
．30178

．75215

．66176
．61139

．21

3．454
．334

．364

，745
．495

、687

，24

Average 　　　1．625

S．D ．　　　 78。0

82228
，6

69719

．6

19．90L24 169．3629
．79

5，041

．23
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Fig．2． （a ｝　Schematic　drawing　of　brassiere　in　the　experiment 　and 　（b）　clothing 　pressure
　　　　at　measuring 　points　 on　3　concentric 　circles （outer ，　middle ，　inner）
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Fig．3．（a）Method 　of 　measuring 　stiffness　of 　breast　and （b｝estinlation 　of　consistency 　index

測定値 と した．

　 こ の 測定値は
一

定距離押 し込む の に 要 した 力 で ある

ため，乳房の硬 さ指標とする に は 不十分 で あ る ，そ こ

で ，押 し込み量 と押 し込み に必 要な力 の 関係 を指数 関

数 p
＝

aebk で 近似 し，押 し込み 量 0 （k＝0） の 時 に 示

す値 a を硬 さ指標 と考え た ．Fig．3 （b ）は，被験者 S

7 の 測定点 （No，9〜24）に つ い て ，押 し込み量 0 時

の α 値 を指数関数で 近似 した 図 で ，図中 には測定点

No，9 の指数関数 を示 し た．

　（5） 乳房振動の 実験

　乳房 振動 の 実験 は，CCD カ メ ラ ，ビデ オ デ ッ キ，

TV モ ニ タ z 動画像解析装置等で 構成 さ れ る運動画

像解析 シ ス テ ム （MA
−K 　100 ：  樫村製）を用 い た ，

左乳頭 点が 画像 の 中央，正面 に くる よう CCD カ メ ラ

を設置 し，サ ン プ リ ン グ 周波数 30Hz で 30秒 間の動

画像を記録した，乳房の 深さか ら考えて，画像 はほぼ

正射影 と見なせ る の で ，画面 上 に水平座標 x と垂直座

標 y を設定 した ．原 点は 画面左上端 で ある．測定点の

x ，y 座標値は ，運動開始直前に 取 り込 ん だ ス ケ
ー

ル

を基 に キ ャ リ ブ レーシ ョ ン 値を設定 し，実寸 に 換算 し

て算出 した ．分析 には 記録 した動画像の 中央 6 秒間を

用い た．

　被験者は，速度 4km ／h に 設 定 した トレ ッ ド ミ ル

（フ ク ダ MAT −BOOD ）上 で 歩行 （1．Osteps／秒）と走行

（1，5steps／秒）を行 っ た．被験 者 の 歩数が
一

定 に な る

よ う，予 め 歩行訓練 を行 い ，実験時に は速度を着地数

／秒 に 調整 した メ トロ ノ ーム を併用 した ．足 の 着地 回

数 は ，歩行 が 1秒 に 左右足合せ て 2，走行が 3 で ある ．

　（6） 乳房振動 の 分析方法

　乳房 上 の 測定点 の 座標変化 に は体幹部の 動きが含 ま
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Fig，4．　 Overlapping　display　of　breast　vibratiorl　at　14　points　while 　runnlng

4 5 6

れる．本実験中 の 体幹部の動 きは ，1）画像面内 で の

平行 移動，2）画像面内で の時計方向，反時計方向の

回転 ，3）水平面内で の 回転が主 な もの で ，奥行き方

向の 移動や前屈 ，後反方向の 回転は非常に小 さか っ た．

そ こ で 以下 の 方法 で 3種類の体幹部の動 きを除去 し，

乳房振動 の み を抽出する こ とに した，

　1）基準点 No．　e の 動 きを体幹部の 画像面 内で の 平

行移動 とみ な し，他 の 測定点の 座標値か ら同時刻 の

No．　O の 座標値 を減 じた，

　2）次に歩行周期 に 応 じた 画像面内の 回転の影響 を

除去する ため に，基準 点 No．　O と No，1 の 関係を用 い

て 以下 の 角度補正 を考えた．体幹部の 運動を反映す る

が，乳房部特有の振動を示 さない チ ェ ス ト部の 測定点

No ．1 の 全 サ ン プ ル に わた る平均値 を 捏 〆（
　　　ノ　　　　　’
Xl ，Y1 〉 と

す る．さ ら に ，各サ ン プリ ン グ時点で の 測定点 No．ノ

に つ い て 1）で 求めた座標値 を Ni，（Xi，，　yji）（i＝ ユ，2，…，

180），No．　O を中心 に N11 と各測 定時間 の 点 N1 、が成

す角度 を θ、 と表す．こ の θ、を画像面 内 で の 姿勢 の 傾

きと考え，

　　　　　（1：1）一（：瓢 譜 ）（1：） （1）

（1）式 に よ っ て 14点の補正 を行 っ て
，

Ni、
”
（渇、

”
，）e、、

tt

）

を得た ．こ れ に よ り乳房各点 の 座標か ら体幹部の 画像

面内に おけ る 時計 方向，反時計方向の 回転の 影響 が除

去で きた こ とに な る．

　3） 1） と 2）の 補正 を行 っ た 後 の x 座標 に は軽微で

は ある が，なお水平面内で の 回転 の 影響が含 まれ て い

る ．基 準位置 を 2）で 得た測定 点 No ．1 の 補正 後の 全

サ ン プ ル に わ た る平均値 N1
”
（κ 1

”
，　yiり と考 え る ．回転

中心が 脊椎近傍，かつ ノV、

”
を通 り画 面 と 直行する垂直

面内 に あ る と仮定す る と，回転角 が微小な こ と よ り，

　　　　　　 Xjiltt；x
、i

’t一トx1
”LxL 、

”
　　　　　　　　　　（2）

に よ っ て 濁、
”
の補正が可能となる．

　以 上 の 方法で算出 し た値 N，，
”’
（XJ、　

M’
，　yj、

’

） を，乳房 の

振動分析 の 元 デ
ータ とした，Fig．4 に走行中 の 非着用

時 と着用 時の 被験者 Sl の 元デ
ー

タを x ，y 座標値別

に示す，

　3．結果 お よび考察

　（1） 乳房の 硬 さ

　 Fig．5 に 測 定点別 の 硬さ 指 標 を被 験者 7 名 の 平均

値±標準偏差 で 示す．外輪 （No，1〜8）か ら中輪 （No．

9〜16），内輪 （No．17〜24）へ と 測定点の 硬 さ指標が

小 さ く柔らか くな る 傾向 が み ら れ る．乳 房 の 外輪 は，

乳房 の 境界線 上 にあ っ て脂肪層が薄い 部位 で 硬 く，個

人差 が 認 め られ，No ．7 や No．8 ，No，1は胸骨 に 近 い

点 で 値 が 大 き くな っ た ，中 輪 で は ，No ．9 と No ．16 を

除 くとほ とん どの 点が平均 4〜6kPa の 範囲 にある．
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内輪 は 中 輪 と 同程度 あ る い は 小 さ い 値 で ，No．　22

（3．87kPa ）が 乳房内の最小値を示 した ．

　Table　1 に示す乳房 の 硬 さ指標は，乳房 の 境界線上

に ある外輪を除 き，内輪 と中輪の 測定点 No，9〜24 の
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a 値 を平均 して 求 めた値 で ある．例 えば被験 者 S7 の

乳房 の 硬 さ指標 は ，Fig．3 （b） に 示 す 測 定点 No．
9〜24 の Omm 時の 推定値を平均 して い る．被験者の

中 で 乳房が最 も柔 らか い の が S1 ， 最 も硬 い の が S7
で あ る．

　乳房 の 硬さ指標 と体格 デ
ー

タ と の 相関係 数 は ，い ず

れ も 0．4 以下 とな り ， 体積 との 相 関 （r＝O．OOO4）も

認 め られ なか っ た．こ れ は 乳房 の 張 りや弾力が乳房サ

イズ で は な く，乳腺葉 の 広が り具合 で 決 まる た め と考

え られる，

　（2） 乳房振動特性

　乳 房振動 を離散 フ ーリ エ 変換 に よ っ て 分 析 した．

Fig．　6 に非着用時の歩行中と走行中，な らび に着用時

の 走行 中 の 振幅周波数特性 を最 も柔 らか い 乳房 （Sl ）

の 結果 で 示す ．また Fig．7 に は 最 も硬 い 乳 房 （S　7）
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Fig．8．　 Relationship　between　vibration 　amplitude 　at　1．5，3．Oand 　4．5Hz

　　　 and 　stiffness 　of 　breast　whi 且e　running 　measured 　at 　inner　17−25

　　　 points

の 走行中 の 非着用時 と着用 時 の 振幅周波数特性 を示 す，

い ず れ も水平方向 （x ），垂直方向 （y）別に 測定点 14

点の 分析結果 を重ね て描 い て お り，非着用時 に は 各測

定点 の 振幅 ス ペ ク トル の ピーク が 同 じ周波数 に 表れ ，

同調 した振動 を示 して い る こ とが分 か る ．

　垂直方 向 の 振 幅 ス ペ ク トル の ピーク は 歩行中 が l

Hz，走行 中が 1．5Hz に あ っ て ，こ れが乳房 と同側 に

ある左足 の 周期，また 歩行中 の 2Hz ，走行中 の 3Hz

が 左 右の 足 の 周期 で あ る ，左 乳房 を対象 として い る こ

とか ら，左足の 踏み 込 み に よる 影響 を顕著 に 受 け て y
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Table　2． Correlation　between　maximum 　amplitude 〔〕f　breast　vibration 　and 　body　characteristics ．

Figures　indicate　correlation 　coefflcients 　and 　asterisks 　ind正cate 　level　of　signj五cance ，

Without−running With−running
Item

BMI 　 　Test　 Volume 　 Test　 S丗fness　 Test　 　 BMI 　 Test　 Volume　 Test　 Stiffness　 Test
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Level　of 　significance ：

＊
： 5％

蛛
： ユ％ ，

値の ス ベ ク トル の ピー
ク が表れた，運動中の 乳房の動

きは 楕円 や 8 の 字 を描 くよ うな軌跡 を描 い て 複雑 さ を

示 し たが，こ れが歩行周波数の 1／2〜4倍 の 位置な ど

に お ける ス ペ ク トル の ピーク とな っ て 表れた と考え ら

れ る．こ れ ら は 全 て の 乳 房に 共通 し て み ら れ た 傾 向 で

あ っ た，しか し硬 い 乳房 は 柔ら か い 乳房よ り振幅 ス ペ

ク トル は小 さ く表れ，基本振動 の 1／2 の 周波数 で の 振

動 は ほ と ん ど 目立 た ない ，また ，硬 い 乳房 の 振 幅ス ペ

ク トル に は比 較 的高 い 周波数成分 が 認 め ら れ た ．

　水平方向 （x ）は左足 と右足 の踏み込み に よ る影響

を受け，歩行 中で は 1Hz の ，走行中で は 1．5Hz の

1／2 お よび 3／2倍 の 位置 に ス ペ ク トル の ピー
クが表れ

た，非着 用時 の 14点 の 振幅周波数特性 は ，歩行 周期

に影響を受け て 振動 して お り，振幅は歩行中 よ り走行

中が大きい が，運動の 強さの影響は水平方向 （x ）よ

り垂直方向 （y）に 顕 著 とな っ た ．そ こ で ，Fig．8 に

走行 中の 周波数 1．5Hz ，3．OHz ，4．5Hz 時 の y 値 と

Table　1 に示す乳房 の 硬 さ指標 との 関係 を内輪の 測定

点 （No．17〜25）に つ い て 示 した ．1．5　Hz 時の y 値と

乳房 の 硬 さ指標 と の 相 関 は 0，7 以 上 を示 し，乳房 が 柔

ら か い 方が 振幅は 大で ，3．OHz ，4．5Hz と振幅が 小

さ く変化 して い る こ とが分か る ，
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　ブ ラ ジ ャ
ー着用時 に は，乳房 の 振動 は垂 直，水平方

向ともに抑制され る が，歩行周期の影響は残 っ た．ま

た，歩行周期 とは異 な る小振幅 の 比較的高 い 周波数成

分 が 目立 つ よ うに な る．こ れ は非着用時 と は 異な り乳

房部に 圧迫 や脂肪の偏 りが生 じる ため と考 えられた．

　〔3｝ 乳房の 振動特性 と身体特性 との 関係

　乳 房 の 振幅周波数特性 は 歩行周期 と高 い 周期性が認

め ら れ ，着用時と非着用時で 異 な る こ とが分 か っ たが，

乳房に より相違が認 められた．そ こ で ，振幅 の 大 きさ

と被験者の 身体特性 との 関係を明 らか に す る ため に，

両者の相関係数 を求め た ，Table　2 は走行中の 非着用

時と着用時に つ い て ，振幅 ス ペ ク トル の ピ ー
ク時の x

値 （amp 　2x，…25x），　 y 値 （amp 　2y，…25y） と BMI

指数，乳房体積，乳房の 硬さ指標 との 相関係数，な ら

び に無相関 の 検定を行 っ た結果 で ある．非着用時の 各

測定 点 の 振幅 は ，BMI 指数 や 乳房体積との 相関 は 低

か っ た ，しか し，垂直方向の振動振幅は乳房の硬さ指

標 と絶対値 0．7 以上 の 強 い 逆相関を示 し，か つ ほ とん

ど の 測定点 で 相 関あ り （p ＜ O．05） と 認 め ら れ た ．な

お水平方向の 振幅 と乳房 の 硬 さ と の 相関 は垂直方向よ

り小 さく，有意性 も低か っ た （p ≧ O．05）．一
方，着用

時 に は身体特性 との 相 関 も低 くな っ た ，ま た 測定点問

の 振動相 関 も低 くな り，非着用時 の よ うな同調 した 振

動 が み ら れ な くな っ た．こ れ は ブ ラ ジ ャ
ーが 乳房部 に

圧迫 を与えて ，こ れ らの 部位 の 振幅 を コ ン トロ ー
ル す

る ため と考え られる．

　以上 の よ うに，乳房振動 を離散 フ
ー

リエ 変換 に よ っ

て 分析す る こ とで ，ブ ラ ジ ャ
ー
着用時 と非着用時 の 運

動中の 乳 房振動特性を，乳房の 硬 さ指標 と対比 して と

ら え る こ とが で きた．

　4．要　　約

　着 心 地 の 良い ブ ラ ジ ャ
ー

の 設 計 や 新 し い 設計 シ ス テ

ム を構築する た め に は，複雑に動 く乳房 の 運動機構や

ブ ラ ジ ャ
ー着用に伴う乳房振動特性の 変化を明らか に

して お くこ と が 重 要 で あ る ．そ こ で ，本研究で は 半透

明 な ブ ラ ジ ャ
ーを 用 い て ，運 動画像解析 シ ス テ ム に よ

り，ブ ラ ジ ャ
ー
着用時 と非着用時 の 走行 中 と歩行中 の

乳房の 動 きを計測 した．乳房 の 動 きか ら体幹部 の 動 き

を分離 し，乳房独 自の 振動 デ
ータ を抽 出 し た後，離散

フ
ー

リエ 変換 に よ っ て 分析 した ，その 結果 ，乳房の振

動 は 歩行 周期 の 影響を直接に受け，走行中が 歩行中よ

り，垂 直方向が 水 平 方向 よ り大 き くな っ た．ブ ラ ジ ャ
ー

非着用時の 垂直方向 の 振幅は歩行周波数 で 最大 と な り，

体幹部 の 運動 の 影響を強 く受ける こ とが分か っ た，非

着用時 の 乳房振動 は 乳房 の 硬 さ指標 と 相関が高 く，柔

らかい 乳房 が硬い 乳房 よ り振幅が大と なっ た．ブ ラ ジ ャ
ー

の 着用 に よ っ て ，乳房 の 振幅ス ペ ク トル に 高 い 周波数

成分が生 じる よう に な り，測定点 間の 相関 も低 くな っ

た．また ブ ラジ ャ
ー
着 用時 の 乳房が硬 い 乳房 に近 くな

り，両者 の 特性が似 た もの と して 表れ た ，

　以上 の ように 乳房振 動 を分析 し， そ の 特性 をとらえ

る こ とが で きた．乳房 の 振動特性 は，ブ ラ ジ ャ
ー

の 着

くずれ や 着心地 に 関係 す る 問題 を含み，設計 に 欠かす

こ との で きな い 要因で あ る ．ブ ラ ジ ャ
ー

の 設計支援 シ

ス テ ム の 中で ，乳房の 振動特性 を どの ように 制御する

か が 重要な課題 で あ る．今後は胸部の 3次元形状 デ ー

タの モ デ ル
］1）

を利用 して ，運動機能性の よい ブラ ジャ
ー

設計の技術開発 に つ なげた い と考えて い る ．

　本研究を遂行す る に あた り実験に協力頂 い た被験者

の 方々 ，ならび に京都女子大学非常勤講師の 大神晃氏

に 謝意 を表す る．本研 究 の
．一

部 は文部科学省科学研 究

費補助金 （No．　12480024）の 支援を受けた．
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